
高住牛輪谷遺跡
高住井手添遺跡
高住牛輪谷遺跡
高住井手添遺跡

桂見遺跡桂見遺跡
布勢遺跡布勢遺跡

今の鳥取平野 今の湖山池

日本海

縄文海進時の遺跡周辺（日本海側から北方向を望む）
　※国土地理院基盤地図標高（10m）とカシミール 3Dを

　　用いて作成した CG画像。 高さは 3倍に強調

千
代
川

中
し
て
お
り
、
溝
が
集
落
の
区
画
と
し
て
つ
く
ら
れ
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
土
坑
の
中
に
は
土
器
が
ま

と
ま
っ
て
出
土
し
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
遺
構

の
周
辺
か
ら
も
多
く
の
土
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
が
、

ほ
と
ん
ど
が
細
か
い
破
片
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
そ
れ

ら
の
中
に
は
、
高
坏
や
器
台
、
装
飾
が
施
さ
れ
た
壺
な
ど
、

ま
つ
り
に
か
か
わ
る
土
器
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

調
査
区
北
側
で
は
古
代
以
降
の
畦
の
跡
が
み
つ
か
り

ま
し
た
。
畦
以
外
に
目
立
っ
た
遺
構
は
な
く
、
こ
の
場

所
が
水
田
と
し
て
使
わ
れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

高
住
牛
輪
谷
遺
跡
で
は
、
縄
文
時
代
か
ら
中
世
に
か

け
て
の
遺
構
、
遺
物
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
古
い
も
の

で
は
縄
文
時
代
後
期(

約
三
五
〇
〇
年
前)

の
土
器
が

出
土
し
た
土
坑
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
千
年
以
上
の
長

き
に
わ
た
り
、
当
遺
跡
が
生
活
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

弥
生
時
代
後
期
か
ら
古
墳
時
代
前
期(

約
一
八
〇
〇

～
一
六
〇
〇
年
前)

に
は
溝
と
多
数
の
土
坑
が
つ
く
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
溝
は
遺
跡
東
側
の
丘
陵
に
沿
っ
て
掘

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
土
坑
は
そ
れ
よ
り
も
丘
陵
側
に
集

高
住
牛
輪
谷
遺
跡
の
調
査
成
果

高住牛輪谷遺跡全体平面図 (400 分の 1)
※現時点までの調査成果をもとに作成しています

ほぼ同じ場所にいくつもの土坑が掘られていました。ほぼ同じ場所にいくつもの土坑が掘られていました。

土坑からの土器出土の状況はさま
ざまです。
写真左下の土坑から出土した土器
はほぼ完全な形に復元できました。

区画溝区画溝

土坑の集中する範囲土坑の集中する範囲
装飾された壺の破片装飾された壺の破片

長方形の土坑長方形の土坑

溝を境に遺構の密度が大きく異なっています。溝を境に遺構の密度が大きく異なっています。

弥生時代後期～古墳時代前期の土坑弥生時代後期～古墳時代前期の土坑

区画溝区画溝

た
か
つ
き

き
だ
い

あ
ぜ
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平成 23 年 10 月 15 日（土）現地説明会資料

高住牛輪谷遺跡・高住井手添遺跡の発掘調査高住牛輪谷遺跡・高住井手添遺跡の発掘調査

湖山池湖山池

高住牛輪谷遺跡高住牛輪谷遺跡

高住井手添遺跡高住井手添遺跡

国土地理院1/25000地形図「鳥取南部」より国土地理院1/25000地形図「鳥取南部」より

高住牛輪谷遺跡
高住井手添遺跡湖山池湖山池

　高住牛輪谷遺跡と高住井手添遺跡は、ともに湖山池南岸に位置する遺跡です。鳥取西道
路の建設事業に先立ち、今年度から本格的な発掘調査が行われ、縄文時代以降、近世に至
る多種多様な遺構・遺物が確認されました。

　周辺では布勢遺跡や桂見遺跡など、縄文時代以降の遺跡が多くみられます。縄文時代中
期頃 ( 約 5000 年前 ) は現在よりも海水面が高く、鳥取平野や湖山池は日本海とつながる
内海となっていました。外海に比べ波の穏やかな内海の沿岸は、人々が生活するのに向い
た環境だったのでしょう。

たかずみうしわだに たかずみいでぞえ



0 20m（1：600）

高住井手添遺跡全体平面図（600 分の 1）
※現時点までの調査成果をもとに作成しています

縄文時代中期以前に
堆積した砂の高まり
縄文時代中期以前に
堆積した砂の高まり

三
山
口
川

三
山
口
川

木製構造物や
樹皮敷き

縄文晩期の川
弥生中期の溝１
弥生中期の溝２
弥生中期の溝３
弥生中期の土坑
弥生後期の溝

モモの種（写真左下）がたくさんみつかりました 川をふさぐように横倒しになった木がみつかりました。
水量や流れを調節していたのでしょうか。

トチやドングリなど、たくさんの木の実がみつかりました。

数種の材料を組み合わせて編まれています。

カゴの素材とみられる棒材がまとまって出土しまし
た（右）。紐などで束ねられていたかもしれません。
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③③ ④④

④④

縄文時代前期～中期の石器と土器縄文時代前期～中期の石器と土器

縄文時代晩期の土器縄文時代晩期の土器弥生時代中期の土器弥生時代中期の土器

水の流れ

⑤⑤

高
住
井
手
添
遺
跡
の
調
査
成
果

　

高
住
井
手
添
遺
跡
で
は
、
縄
文
時
代
や
弥
生
時
代
の
人
々
が
残
し
た
生
活
の
跡
が

み
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

遺
跡
か
ら
は
、
縄
文
時
代
前
期
～
中
期
（
約
六
〇
〇
〇
～
五
〇
〇
〇
年
前
）
の
土

器
や
石
器
が
た
く
さ
ん
出
土
し
て
お
り
、
と
て
も
長
い
歴
史
が
眠
る
重
要
な
遺
跡
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
縄
文
時
代
晩
期
（
約
三
〇
〇
〇
～
二
五
〇
〇
年
前
）
に
埋
ま
っ
た
川
の
跡

か
ら
は
、
多
量
の
木
材
や
木
の
実
な
ど
と
と
も
に
、
美
し
く
編
ま
れ
た
カ
ゴ
が
出
土

し
ま
し
た
。
精
緻
に
編
ま
れ
た
優
品
が
多
く
、
当
時
の
手
工
芸
を
考
え
る
上
で
貴
重

な
発
見
で
す
。
カ
ゴ
の
材
料
と
み
ら
れ
る
棒
材
や
植
物
の
ツ
ル
が
数
ヶ
所
か
ら
ま
と

ま
っ
て
出
土
し
て
お
り
、
こ
の
遺
跡
で
カ
ゴ
作
り
を
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

弥
生
時
代
中
期
（
約
二
二
〇
〇
年
前
）
に
は
、
た
く
さ
ん
の
溝
が
掘
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
砂
や
泥
で
溝
が
埋
ま
る
と
、
新
し
い
溝
を
掘
る
た
め
、
複
数
の
溝
が
重
な
り
合
っ

て
み
つ
か
り
ま
す
。
溝
の
中
に
は
、
杭
や
板
を
組
み
合
わ
せ
た
り
、
樹
皮
を
敷
き
、
溝

の
壁
面
が
崩
れ
な
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
場
所
も
あ
り
ま
す
。
よ
く
似
た
遺
構
は
鳥
取

市
青
谷
町
の
青
谷
上
寺
地
遺
跡
で
も
み
つ
か
っ
て
お
り
、
弥
生
時
代
の
治
水
や
土
木
技

術
を
知
る
大
き
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
の
他
に
、
弥
生
時
代
後
期
（
約
一
八
〇
〇
年
前
）
に
掘
ら
れ
た
細
長
く
延
び
る
溝

が
み
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
溝
か
ら
は
、
土
器
片
と
と
も
に
た
く
さ
ん
の
モ
モ
の
種
が

出
土
し
て
い
ま
す
。
日
本
神
話
に
は
、
黄
泉
国
か
ら
逃
げ
帰
る
イ
ザ
ナ
ギ
が
追
っ
手
を

追
い
払
う
話
の
中
で
モ
モ
の
実
が
登
場
し
ま
す
。
最
近
で
は
奈
良
県
の
纏
向
遺
跡
で
大

型
の
建
物
跡
の
傍
か
ら
二
千
個
も
の
モ
モ
の
種
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
の
溝
の
周
囲

で
何
ら
か
の
儀
礼
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

①①

⑥⑥

ま
き
む
く

あ
お
や
か
み
じ
ち

せ
い
ち

スギなどの針葉樹とみられる樹皮が
敷かれていました。

強い水流が当たる場所を木製構造物や樹皮で守っています。

右：美しく飾られた縄文土器（中期）
左：扁平な石の両側を打ち欠いて作った錘（おもり）

よ
み
の
く
に


